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発行にあたって

南海地震に対して、皆さんはどのような準備をなさっているでしょうか。南海地震
の近い将来での発生はほぼ確実視され、承知しているにもかかわらず、多くの場合、
日々の慌ただしさの中で、考えることが後回しにされているのではないでしょうか。
本校では、総合学科の特徴を活かして、地震防災に関して学ぶ『地震列島と私たち』

を編纂、平成１７年度から自由選択科目として開講しました。これは、地震に対する
理解を深めるとともに防災意識を高め、正しく行動することができる人材や災害時に
おけるリーダーの育成を目指したものです。
また一方で、この科目を受講する生徒のみならず、学校全体に防災意識が拡がりを

見せることにも期待をかけています。
そのような中、内閣府などが支援する『２００５年 防災教育チャレンジプラン』に

応募したところ、本校の計画が認められ、この１年間さまざまな実践を行ってきまし
た。これまでの避難訓練を見直したり、フィールドワークや防災に役立つ体験研修を
組み込むなど、まさにチャレンジの１年間であったように思います。初めての取り組
みであったことから、まだ稚拙な部分もありましたし、課題も多くあります。しかし、
この取り組みが、地震防災に対する能動的な理解を後押しし、備えをより具体的かつ
実践的にすべきことに気づかせてくれました。今後も継続して課題の検討を重ね、改
善していきたいと考えています。
前半部では、この１年間の高知東高校の取り組みを紹介しました。後半部は、昨年

度の県教委のグループ研究の成果を引き続き研究したものを掲載しています。これは
本校の教員２名が同研究に参加しており、本校の取り組みと重ねることで、より一層
充実した冊子になると考えてのことです。

防災教育は、自分のみならず家族や友人をはじめ他者の命を守る事に直結します。
また、人の生き方を考えさせるものでもあります。この冊子が、一つの参考例となっ
て実践的な防災教育が広がり、日々の暮らし方を考えるきっかけとなること、さらに、
災害時には理にかなった避難行動や救助活動ができる人材の育成につながることを願
っています。
本校のこうした取り組みにつきましては、下記の個人・団体の皆様からご支援・ご

協力、ご示唆をいただいておりますことを、感謝を込めて申し添えます。

平成１８年１月
高知県立高知東高等学校長 森 暁
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高知東高校の防災教育の取り組みの経過

１．南海地震に関する情勢

政府の地震調査委員会は、南海地震の長期評価として、次の数字を公表しており、

防災対策、防災教育は喫緊の課題となっています。

２００４年９月１日を起点とした発生確率

１０年以内「１０％程度」

３０年以内「５０％程度」

５０年以内「８０％程度」

※東南海地震の発生確率

１０年以内「１０―２０％程度」

３０年以内「６０％程度」

５０年以内「９０％程度」

２．２００４年度の取り組み

高知東高校では、「防災教育」を学校の特色の一つとして位置づけて取り組みをす

すめています。２００４年度は、次年度に開講する防災に関する授業に向け、教員１

名を高知大学岡村眞教授のもとに派遣するとともに、次の取り組みを行いました。

○７月２２日・２３日 地震防災学習旅行

阪神・淡路大震災の実態と教訓を学ぶために、北淡町野島断層記念館、神戸市

人と防災未来館、兵庫県立舞子高校（環境防災学科）等に研修旅行（生徒１６名

・教員５名）。舞子高校は、全国で唯一、防災に関する学科（環境防災科）を設

置している高校です。

○９月３０日 救急法・蘇生法講習会（教職員対象）

○１０月８日 ７月の研修旅行を中心に「南海地震」についてまとめたビデオを放送

部が作成し、文化祭で全校生徒対象に上映

○１０月２２日 高知地方気象台の専門官を招いて、地震防災の講演会（対象１・２

年生）

○１２月 ３日 防災避難訓練（全校）

○１２月１８日 化石採集と大地の動きを探る旅

室戸岬方面の地震による隆起地形・海底堆積物のフィールドワーク（生徒２３

名・教員５名）

３．２００５年度の取り組み

前年度末に募集のあった「防災教育チャレンジプラン」の実践団体に応募し、計画

が採択されました。プランタイトルとして「南海地震に備えて～より行動できる人に

なろう～」を掲げ、取り組みをすすめました。

目的は、「生徒による実践的な様々な取り組みを進める中で、地震に対する知識だ

けでなく、地震への対応能力を育成する。また、教職員も実践する中で防災教育に対

する理解を含め、他校や地域においてもリーダー的な役割が果たせるような力量の獲

得をめざす。」というものです。

取り組みをすすめるに当たり、次の役割を担う校内組織として「地震防災プロジェ

クト」委員会を設置しました。

・防災教育、防災管理及び防災に関する組織活動の企画立案・実施・評価

・学校施設・設備等の安全管理

・防災訓練の企画立案・実施・評価

・防災に関する教職員研修

・家庭、地域の自主防災組織、行政等との連携・協力

・避難所としての対策

・防災に関する調査研究 等

委員は、校長・教頭・事務長・防災教育チャレンジプラン担当教員、防災教育に関

心のある教職員 計１１名です。

具体的な取り組みは次のとおりです。

○４月～通年 講座「地震列島と私たち」開講（週２時間）

○昨年度の舞子高校との交流や語り部の言葉、南海地震についてのインタビュー等を

まとめた映像を放送部が作成し、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストに応募（高知県

大会でテレビドキュメント部門第２位、全国大会に出場）（６月、１１月５日の文

化部発表会で全校上映）

○７月１５日 救急法・蘇生法校内研修（教職員対象）

○７月２０日 「徳島県立防災センター」での体験研修

○８月２日・３日 兵庫県と高知県の高校生による防災ワークショップ＆フィールドワー

ク（兵庫県立舞子高校の生徒を招いての交流学習）

○１０月１４日 体育祭での競技種目「バケツリレー」

○地震防災プログラム

・１０月２１日 地震防災に関する講演（１・３年生対象）

・１１月１日 地震防災に関する授業①「自分の寝室をチェックしよう！」（１年

生対象）

・１１月８日 地震防災に関する授業②「地震防災体験」（１年生対象）

○１１月１日～１０日 スマトラ沖地震 スリランカでの被害パネル展および津波の

高さ表示板設置

○１１月３０日 地震防災に関する校内研修～クロスロードの手法を用いて～（教職

員対象）

○１２月２日防災避難誘導訓練（全校）

○２月１日 救急法講習会（１年生対象・看護科３年生が実施）

○「防災教育 取り組み事例集」の作成（通年）
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２００５年度の取り組みの成果と課題

１．個々の取り組みに関して

◆徳島県立防災センターでの防災体験と石の博物館「ラピス大歩危」の学習旅行

○災害特性を踏まえた防災に関する知識や防災意識の向上、防災行動力の強化を図ることがで

きた。

○実際に岩石や鉱物、地層を観察することで、地球科学に対して興味・関心を高めることが

できた。

○高知県には、総合的に防災を学ぶ施設がないため、今回の学習旅行は大変有意義な

ものであった。

◆兵庫県と高知県の高校生による防災ワークショップ＆フィールドワーク

○交流・フィールドワークにより防災意識を高めることができた。

○震災を経験した者、これから経験するかもしれない者どうしが交流することにより、

お互いの災害への備えや災害時の行動についての違いに気づくことができた。この

ことは、単に話を聞くだけでは得られない、自分のこととして考えるきっかけとな

った。

○舞子高校生と東高校生の意識のギャプにとまどう部分も見られたが、お互いがフォ

ローしあえた。

○津波災害についてのフィールドワークは、過去の被害の話から、その恐ろしさを知

るだけではなく、地元住民が南海地震に備えて、自らが対策している姿を直接見聞

することで、地域独自の方法があることを理解でき、自らの備えを考える機会とな

った。

○昨年夏に実施した舞子高校訪問による交流の中で対話した生徒どおしの再会が実現、

さらに交流が深まった。

○報道で大きく取り上げられたことは、生徒の自信につながった。

◆体育祭での競技種目「バケツリレー」

○競技としてのバケツリレーの実施方法は、工夫を必要とするが、体育祭という全校

生徒・教職員が見ている前での実施は、要領が見えて、今後に役立つと思われる。

○簡単に「バケツリレー」と言っても、様々な方法があることがわかった。しかし、

その具体的な方法はあまり公開されておらず、体育祭にふさわしい競技性を取り入

れた、独自の方法を工夫することに苦労した。「防災教育チャレンジプラン」の各

団体・個人よりＭＬを通してアドバイスをいただいたことは、たいへん参考になっ

た。

●実施してみて、・ルールを参加者に徹底すること ・審判との打ち合わせの必要性

・終了後の水槽の移動方法 などの課題が明らかになった。

◆地震防災学習プログラム

○地震防災について、１学年全体で継続的に取り組めたことは初めてであり、また、

今後も同じようなスタイルが可能であることが明らかになった。

○アンケート結果から見られるように、半数以上の者が地震への備えを考えており、

防災意識の高揚につながった。

○学習プログラムとして継続して取り組むことで、生徒全体の防災意識の高揚につな

がった。

○寝室チェックの実習では、各ホーム毎にホーム主任以外にアドバイザーとして大学

（院）生に加わってもらったが、年齢も近いこともあり、生徒も積極的に参加して取

り組めた。今後も、このようなピアの手法は有効であり、大学と連携しながら取り

組みたい。

●まだまだ受け身の生徒も見受けられ、動機付けの工夫が必要である。

●一部、中学校で体験した生徒もおり、中学校との継続した防災教育の取り組みの工

夫が求められる。

◆スマトラ沖地震に学ぶ、スリランカでの津波の被害写真パネル展

○単に津波の被害を写真で見るだけではなく、「津波の高さ表示板」により、津波の

高さを実感することにより、さらに津波の恐さを感じることができたようである。

○生徒が作成した、スマトラ沖地震と南海（東南海・東海）地震とのメカニズムの比

較、津波への備えのポスターが、写真だけでは得られない知識習得に結びついた。

○地域等に公開することで、高知東高校の取り組みを知ってもらうことができた。

●高知県や高知大学が保有している資料を、幅広く県民に公開して、地震への備えを

広報していく上で、学校を活用することはたいへん有効な手段である。ただし、資

料の管理（常時、警備員を置くことができない）や、校内への不審者の侵入などの

点に留意すべき課題はある。

◆校内教職員地震防災研修会 ～防災ゲーム（クロスロードの手法を用いて）を通して、

災害時のイメージを広げよう！～

○アンケートや感想文からは、参加者の多くが、クロスロードの目的を達成したよう

である。

○２日後に実施した地震に特化した防災避難誘導訓練で、成果を発揮した。

○景品として、アメ玉等を使ったことで、場の雰囲気がなごやかになり、力まずに話

がすすんだ。また、残ったものを各部屋に持って帰ってもらったことで、欠席者と

の話題の種になった。

○各グループでの１問のクロスノート（模造紙）の作成は、２０分をかけた班がほと

んどであったが、より深い論議ができた。しかし、他の問題の討論の時間が保障で

きなかったが、後の各グループの発表で補えた部分はある。

○各グループの発表後には、自然と拍手が起こり、よい雰囲気の中で研修ができた。

○多くの参加者が、個人シートを使いメモを取っており、各グループの発表を聞きな

がら、自分の選択と比較して振り返りができた。

○初めての取り組みであったが、「クロスロード」の目的を達成できたと思われる。
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○災害時のイメージづくりには、有効な方法であることが検証できた。

○２時間１０分の研修であったが、参加者は時間を短く感じた者が多く、また参加型

の研修の効果が確かめられた。

●問題一つひとつの討論の時間が確保されれば、さらに効果ではあると思うが、研修

時間が長くなる問題もあり、さらなる工夫が必要である。

●生徒を対象にした実践も可能であり、問題等を工夫して取り組むことを検討。

地震に特化した防災避難誘導訓練

○現実に近い方法で実施することにより、教職員のイメージづくりとともに、備えて

おくべき事項、訓練の改善点が明らかになった。

○前々日の地震防災に関する教職員研修会（クロスロードの手法を用いて）が活かさ

れたものとなった。

●情報収集の集約に手間取り、人的配置、避難経路の決定までに時間がかかった。

●「的確な指示」が必要である。

●訓練のためか、真剣さを欠いた面もある。（非常ベルのボタンをどさくさに紛れて

押す。余震に備えて、頭をカバンで隠して避難ができていない等）

●訓練で明らかとなった、今後改善すべき点

▲救護所の早期設置

▲救急医療班メンバーの固定（養護教諭・事務職員・看護科教員・実習助手）

・・・・救護所を設定したら、ただちに向かわせる。

▲救護係（負傷者の搬出）は、自主的に手を挙げた者が、必要な場所に先発して

行く。

▲教職員一人一人がどの係になっても良いように、役割を熟知しておく。管理職

が人的配置を詳細に決めるには無理がある（時間がかかりすぎる）。自主申告

方式が早いと思われる（同時に点呼も行う）。

▲避難場所本部や情報収集係は早く決定し、準備に当たる体制をとる。

▲災害に備えての準備物（災害対策本部用、職員室に）を箱に入れて備えておく。

・校内配置図・校舎見取り図（模造紙大）・色マジック

・生徒名簿 ・教職員名簿

・ハンドマイク ・携帯ラジオ

・記録用紙（ノート）

▲「訓練」の実施要項については、詳細な説明と意思統一が必要である。

２．取り組みを終えて

○校内の教職員組織の中に「地震防災プロジェクト委員会」を設置し、組織的に防災

教育の取り組みや、災害時の対応について具体的に論議することができた。

○生徒・教職員に地震防災に対する意識とともに、その具体化が進んだ。

・図書館に地震防災関連のコーナーの設置

・理科室の棚のガラスの飛散防止のためのテープの貼付

・各校舎に担架用の竹棒の設置

○来年度以降の基礎となる取り組みができた。

○２００４年度から生徒参加（意欲・関心のある生徒中心）ではじまった本校の防災

教育であるが、今年度の防災教育チャレンジプランにより、学校で取り組める様々

な実践を行うことができた。そのことにより、様々な課題が明らかとなり、改善点

が見えてきたこと、生徒も教職員も、南海地震に対する防災意識が高まったことな

どが成果としてあげられる。

これらの実践を、県下の学校へ広め、お互いが知恵を出し合った取り組みのきっか

けになればと思う。

○多くの団体・個人と連携して取り組みができた。このことは、今後の取り組みに活

かせる財産となった。防災は専門部分もあり、専門家（団体）に任せきりになる傾

向があるが、学校の防災教育においては、教員が生徒の実態や学校の地理的条件な

どを加味して、専門家（団体）と綿密な打ち合わせをするなどのコーディネートと

学ぶ姿勢が大切であることが明らかになった。

○実質、本格的な防災教育の取り組みは今年度が最初であり、「自分の命を守る、他

人の命を守る」ことが中心となったが、今後は、地域や他団体との連携を含め、「共

助」に関しての取り組みを研究・充実させたい。

●今後、実施・検討すべきこと（すぐできること、中長期的にすべきこと）

・勤務時間中の管理職・教職員・生徒の対応マニュアルの作成

・学校外の行事（遠足・部活遠征等）の管理職・教職員・生徒の対応マニュアルの

作成

・勤務時間外の管理職・教職員・生徒の対応マニュアルの作成

・生徒・教職員および地域の避難所としての開設準備・運営支援のマニュアルの作

成および訓練

・保護者への引き渡しに関する要項の作成および訓練

・生徒の心理的ケアに関する研修

※以上は、できるだけ原則を重視し、単純化したものとする。

・災害発生時にリーダーとなる生徒の育成

「地震列島と私たち」の充実

生徒会各種委員会の位置づけ

（例）保健環境委員会

交通安全委員会→防災安全委員会に改称

※教職員の力だけでは、災害後の事態に対応しきれず、また生徒の不安を押さえき

れない。一定の知識と行動力を持った生徒の育成が必要である。

・教職員のみによる図上訓練

・校内への飲料水・食料の備蓄方法の検討、資機材の設置

・校舎ごと or 各階ごと or各教室への救急用具の配置
救急セット（医薬品、包帯、三角巾）、竹棒２本（担架用）、ロープ

・地震への設備面での備え（窓ガラス、家具・パソコン等の固定など）

・学校独自の防災技術習得の認定制度の創設の検討

・避難所体験

・地域との防災に関する話し合い
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平成１７年度 高知東高校 防災避難（誘導）訓練

これまでの避難訓練との違いと今回の特徴

◆「地震」のみに特化した避難（誘導）訓練とする。

◆地震後の被害状況の把握を教職員が行い、それに基づいて避難経路・避

難場所を決定する。

◆役割分担は、訓練時に発表する。

理由：学校は授業中が多く、特定の者を配置することが困難。被害状

況を把握しながら、その時の人員を配置することが現実的であ

る。

◆想定される南海地震の揺れの長さ（１００秒）を体験させる。

◆地震後の被害状況把握の時間を活用して、災害をイメージする時間をと

る。

◆防火扉を閉めて、そのドアからの避難を体験させる。

◆シューターや消火器を使った体験は行わない。（来年度に向けて、火災

と地震２回の訓練の時間確保を検討）

被害想定 LHR（SHR）中に、震度６強の南海地震が発生。校舎内は、ガラス・コ
ンクリート壁・天井からの落下物が飛散しているが、通行に支障となる

場所はない。また、幸い火災は発生していない。職員室は、書類やパソコ

ン等が飛散・落下はしているが、使用できる状況である。揺れにより停電

状態である。津波による浸水は、発生６０分後という情報が入る。

目的 （１）火災や地震などの災害時における避難を安全かつ迅速に行えるよう、防

災への意識を高める。

（２）訓練を通して、非常時の避難経路・避難場所の決定までの方法、教職員

のとるべき行動を確認する。

日時 平成１７年１２月２日（金曜日）雨天決行

準備 校舎配置図、校内教室配置図（模造紙大）、模造紙（ホーム数）、マジック（黒

・赤 ホーム数）、アンプ付スピーカー、地震効果音テープ

時程 １０：５０～１１：００ 掃除（通常区域）

１１：０５～ ＳＨＲ（放送）

１１：１０～ 各ホームで地震発生時の行動について周知

◆震度６強の揺れについて説明する。

・立っていることができず、はわないと動くことができない。

・固定していない重い家具のほとんどが移動、転倒する。

戸がはずれて飛ぶことがある。

・多くの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。

補強されていないブロック塀のほとんどが崩れる。

◆「机の下に潜る」「机の脚をつかむ」「周囲をよく見る」を

指導。ただし、机の下に潜ることができない場合は、カバ

ン等で頭を守ることを指導。

・「潜る」は天井板・照明器具・窓ガラス・家具等の落

下転倒から身を守るため。ただし、頭が外に出ていれ

ば落下物でケガをする。

・「つかむ」は机が移動することを防ぐため。つかむむ

ものがあると心の不安動揺が減る。

・「よく見る」は目をつむっていると恐怖が増大するた

め。

１１：１５頃 ＬＨＲ中に震度６強の地震が発生

校内放送で地震発生を知らせ、鳴動（テープ）を１００秒間流す。

（１００秒間の長さを体験する）

※アナウンス原稿

只今から、南海地震に備えた防災避難訓練を行います。

今から南海地震で予想されている揺れの時間である１００」

秒を体験してもらいます。放送で鳴動を流しますので、その間

先生から指示があったように、行動して下さい。訓練ですが、

真剣に取り組みましょう。では、はじめます。

テープ 地震動音

１００秒間の長さはどうでしたか？

いつもなら、ここですぐに避難となります。多くの人が一

度に避難する場合、出入り口や階段で将棋倒しなどの事故が

起こりやすいので、「オハシモ」つまり「押さない、走らな

い、しゃべらない、もどらない」ことが大切です。

今日の訓練では、今から、先生たちが分担して被害状況の

把握や避難場所・避難経路を決めます。その時間を利用して、

各ホームでは、先生の指示に従って、作業をして下さい。

一つは、地震で校舎内ではどういう危険、問題が起こるのか

？そのための備え？について、みんなで話し合います。時間

があれば、どのようなケガが予想されるか？その時の対応の

仕方？についても、話し合って下さい。話し合ったことは、
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模造紙に記録していきます。これから先は、停電を想定して

放送は入りません。先生の指示に従って、真剣に行動して下

さい。

１１：１７ ★ホーム主任・・・放送（鳴動）終了後、生徒の状況を確認

ホーム主任（授業担任）の取るべき行動

①発生時における的確な指示（頭を守る・机をつかむ）

②脱出口の確保

③生徒の人員・安否確認（点呼・けが人の処置）

④被害状況の確認・危険箇所からの退避指示・危険物の

除去

⑤生徒の不安の払拭

◆避難指示があるまでの教室待機の間、次の作業を行う

①生徒とともに次の事項について話し合う（地震後のイメージづくり）

・校舎内ではどういう危険、問題が生じるか？そのための備えは？

（時間があれば）・どのようなケガが想定されるか？その時の対応の仕方は？

※各ホームに模造紙とマジック・磁石を準備し、発言を記入してい

く。

模造紙への記入例

○年○Hの考えた、地震による危険とその対策！

・ガラスが割れる→飛散防止シートを貼る

地震が起こったら、窓ガラスから離れる

・

・

黒色

・ 赤色

②避難時の注意事項を周知する

多人数が一度に避難する場合、出入り口や階段で将棋倒しなど

の事故が起こりやすいので、「オハシモ」（押さない・走らない・

しゃべらない、もどらない）を守ること。

★ホーム主任以外の教職員・・・放送（鳴動）終了後、校舎の被害状

況を把握しながら、職員室に集合し、

教頭に報告する。

特に、次の部屋にいる教職員は、分担して各教室の状況把握を行

い、教頭に報告する。

南校舎・・・進路指導室・図書準備室

中校舎・・・職員室

北校舎・・・看護科・家庭科

体育館・・・体育科職員室

多目的棟・・生指導室・LL準備室

１１：３０ 職員室で被害状況をまとめ、避難場所・経路を決める作業を行う。

校長が避難経路・避難場所・役割分担を決定し、教職員に周知す

る。(※訓練のため、当日までに想定避難経路・分担を作成）

１１：３５ 停電で校内放送が遮断したことを想定して、避難経路・避難場所

を連絡教員が各ホームに周知する。

各階２名ずつ

○避難誘導の場所等に教職員を配置

・指定の防火扉を閉める

各階の落下物等により、通行が困難な状況を想定を想定

し、防火扉のドアをくぐることを体験させる。（※足下・

頭上に注意）

○（決定された避難場所）に、避難本部を開設準備

○（決定された救護所）に救護所を開設準備

役割分担（各係）

避難場所本部（開設・整列・生徒の確認等）

避難誘導係（各校舎各階端・・・防火扉の開閉、昇降口等）

救護係（負傷者の搬出）

救急医療係（応急手当・記録）

情報収集係（報道機関・電話等による２次災害の情報収集）
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１１：４０ 非常ベルを鳴らす（火災ではないが、緊迫感をもたすため）

ホーム主任の対応

・余震がないことを確認する。

・出席簿を持つ。

・避難経路・避難場所を確認し、生徒に周知する。

・避難誘導を開始する。

・最後尾の教員は、居残り生徒がいないか確認する。

・昇降口で靴に履き替えて、避難場所に集合する。

◎余震に備え、生徒は頭にカバンを置いて、移動することを指示。

（下校時の荷物を持って出る）

１１：５０ 避難場所に集合

各ホーム毎に整列し、ホーム主任が点呼（負傷者も含む）を

行い、本部に報告する。

準備：ワイヤレスマイク・スピーカー

集計表

講 評（校長）

１２：００ 解散（そのまま放課）１年生から退場

終了後、教職員は後片付け

・防火扉の復旧（閉めた教職員で）

・教室の整備（ホーム主任） ※模造紙・ペン等は職員室中央へ

返却

・避難本部・ 救護所の片付け

防災避難誘導訓練 教職員アンケート

これまでと違う訓練、お疲れ様でした。

今後の取り組みの資料としますので、以下の質問に答えて、職員室中央の机上にあ

る箱にお入れ下さい。ご協力、よろしくお願いします。

地震防災プロジェクト委員会

Ⅰ．あなたは、 １．ホーム主任 ２．ホーム主任以外

Ⅱ．あなたは、今回の訓練の自分の役割を理解して、行動できましたか？

１．できた ２．おおむねできた ３．あまりできなかった

４．できなかった

Ⅲ．生徒は、真剣に訓練に参加をしていたと思いますか？

１．よく参加していた ２．だいたい参加していた

３．あまり参加していなかった ４．全く参加していなかった

Ⅳ．今回の避難訓練をこれまで経験した避難訓練と比較して、最も違うと感じた点を

一つ記入して下さい。

Ⅴ．今回の避難訓練を振り返って、実施上の問題点・課題・疑問点があれば記入して

下さい。

Ⅵ．今後、学校の防災（減災）をすすめていく上で、最も重要な取り組みは何だと思

いますか。自由に記入して下さい。

Ⅶ．今回の避難訓練についての感想を自由に記入して下さい。

ご協力ありがとうございました
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　 （　　　）班 構成メンバー：
 

あなたの答え ＹＥＳ ＮＯ
グループでは ○名 ○名

あなたの答え 出勤する 出勤しない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え そのまま 見つかるまで捜す

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 提供する 提供しない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 配る 配らない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 助ける 仕事優先

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 呼びかける 呼びかけない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 焼く 焼かない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 見に行く 見に行かない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 工事をする 工事をしない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

あなたの答え 帰る 帰らない

グループでは 　　　　　名 　　　　　名

7 援助物資担当者
援助物資の古着が大量に余ってしまった。でも、校内には保
管する場所はない。倉庫を借りるにも費用がかかる。いっそう
焼いてしまう？

あなたは ジレンマ

5 教職員

自宅で被災したが、自分も家族も大きなケガはなかったので
職場に向かう。避難所の大切な係の責任者でもあり、生徒の
情報収集も行わなければならない。途中で人が生き埋めに
なっているのを発見。学校の仕事も気になるが、まずは、目の
前の人を助ける？

被災から数時間。避難所には１０００名が避難している。しか
し、現時点で確保できた食料は７００食。以降の見通しは、今
のところない。まず、７００食を配る？

避難所担当

9 住民

あなたの住む家は築３０年、家族４人。専門家の耐震診断を
受けたら、予想される南海地震の震度６強の揺れでは倒壊す
る危険ありとの結果。耐震補強のためには約２００万円が必
要。子どもの学費の支払いもあり、ローンを組まないととても
払えない。耐震補強工事をする？

10 親

「安全」との診断がおりた避難所暮らしは、余震が続いてはい
るが安心だ。しかし、このところの寒さで風邪が流行している。
幼い我が子にうつるのではと心配。避難所を出て半壊状態の
我が家に帰る？

8 海辺の住民

地震による津波が最短１０分でくる地域に住んでいる。今、地
震が発生。幸い自分も家族もけがは無く、早速高台に避難を
はじめるが、近所の一人暮らしのおばあさんが気になる。ま
ず、おばあさんを見に行く？

2 教職員
遠足で海岸に来ている。引率は自分を含め教職員２人。地震
が発生し、生徒を集合させたが、１名足りない。集まった生徒
を高台に避難誘導したいが、１名をそのままにする？

6 避難所担当
現在、避難所となった体育館にいる。館内では毛布が不足気
味。折よく、テレビニュースの取材班が来ていた。テレビを通し
て、毛布の提供を呼びかける？

教職員

課業中に地震が発生。しばらくして周辺が浸水して学校は孤
立状態。しばらく食料の供給も見込めない。たまたま、昼食用
にロッカーにカップラーメンを５食分置いていた。みんなに提供
する？

4

Ｎｏ

1 教職員

未明の大地震で、自宅は半壊状態。幸いケガはなかったが、
家族は心細そうにしている。公共交通機関も止まり、道路も寸
断されており自家用車も使えず、出勤には歩いて２時間が見
込まれる。すぐに出勤する？

3

メモ（あなたがそう考えた理由・他の人の意見など）
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（ ）班 構成メンバー

判断のポイントは？

事前にしておくべき事は？

あなたは・・・

Ｙｅｓ（ ）の問題点 Ｎｏ（ ）の問題点
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「クロスロード」に関しての参考資料

「クロスロード」に関して詳しく知りたい場合は、以下を参考にして下さい。

京都大学生活協同組合公式 WEBサイト S-COOP.NETより転載
（http://www.s-coop.net/rune/bousai/crossroad.html）

クロスロードとは？ ・・・・こんなゲームです

カードゲームで楽しく災害対応を学習しましょう！

「クロスロード」とは、「岐路」、「分かれ道」の

こと。災害対応は、ジレンマを伴う重大な決断の

連続です。「人数分用意できない緊急食料をそれ

でも配るか」、「学校教育の早期再開を犠牲にして

も学校用地に仮設住宅を建てるか」、「事後に面倒

が発生するかもしれないが、瓦礫処理を急ぐため

分別せずに収集するか」など。「クロスロード（神

戸編・一般編）」の素材は、９５年の阪神大震災

の際、神戸市職員が実際に迫られた難しい判断状

況をもとに作成されています。さらに、「事前の

耐震工事を優先するのか、事後の住宅再建補助を

充実させるのか」や「ボランティアに行くか、義

捐金を送るか」といった一般市民向けにも活用で

きる課題も盛り込まれています。

トランプ大のカードを利用した手軽なグループ

ゲームながら、参加者は、災害対応を自らの問題

としてアクティヴに考えることができ、かつ、自

分とは異なる意見・価値観の存在への気づきも得

られます。自治体の異なる部署に勤める方々、あるいは、自治体職員と地域住民

とが一緒にゲームに参加すれば、地域の防災問題に関して、事前に合意を形成し

ておく一助ともなるでしょう。

楽しく、しかし、真剣に、災害対応について学びたい方にお勧めいたします。

本教材には、２０人分または５人分の実施用ゲーム素材と、解説書が付属して

います。ゲーム素材は繰り返しお使い頂けます。また、解説書には、ゲームで使

われた問題についての解説用資料と、ゲームを実施するための指導者用進行マニ

ュアルが含まれています。このほか、研修に役立つノートやプリント資料も添付

されています。目的に応じてお使いください。

また、クロスロードには姉妹編の「クロスロード（市民編）」があります。神

戸編・一般編は、主として自治体の職員の方々を対象に作成していますが、「市

民編」は、防災や地域の安全に関心をお持ちの一般住民の方々、自主防災組織の

メンバー、あるいは、災害ボランティアに関心をお持ちの方々などに、幅広くお

使いいただける内容となっています。あわせてご活用ください。

◎災害対応ゲームカード クロスロード（神戸編・一般編／市民編）教材の

購入・問い合わせ先

〒６０６－８３１７

京都市左京区吉田泉殿町 京大西部会館 ブックセンタールネ

電話：（０７５）７７１－７３３６

ＦＡＸ：（０７５）７５１－８０４５

担当：鯉迫（こいさこ）

参考図書 防災ゲームで学ぶ リスク・コミュニケーション
阪神淡路大震災での神戸市職員の実体験を基に、災害時の対応をシミュレーシ

ョンするカード教材「クロスロード」の全貌がわかります。

ナカニシヤ出版（http://www.nakanishiya.co.jp/）
矢守克也・吉川肇子・網代 剛 著

２００５年１月発行、税込定価２１００円

Ａ５判 １８４頁

ＩＳＢＮ４－８８８４８－９３４－３

【目 次】（概要）

第１部（理論編） なぜ今、防災にゲーミングか？

第１章 防災とゲーミング

第２章 リスク・コミュニケーションとゲーミング

第２部（実践編） 「クロスロード」のすべて

第１章 クロスロードができるまで

第２章 クロスロード実施の手引き（タイプＡ）

第３章 クロスロード実施の手引き（タイプ B)
第４章 カード内容解説

第５章 クロスロード実施事例と今後の展望

付 録

付録１：ゲームの流れ（タイプ A)
付録２：ゲームの流れ（タイプ B)
付録３：クロスノート（【神戸編】精選１０題）

付録４：クロスノート解説（【神戸編】精選１０題）

付録５：クロスノートミニ解説（【神戸編】その他１０題）

付録６：クロスノートミニ解説（【一般編】１０題）

付録７：クロスロードのカードイメージ（日本語版）

付録８：クロスロードのカードイメージ（英語版）
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地震防災講演会の復習 １年 Ｈ Ｎｏ 氏名

（ ）の中に、当てはまる語句・数字をいれてみよう！

（１）防災対策とは、（ ）→応急→復旧

（２）日本に地震が多いのは、（ ）つのプレートが接しているからである。

（３）ユーラシアプレートとフィリピン海プレートの境界で起こる地震は、（ ）

地震・東南海・南海地震の３兄弟である。

（４）昭和南海地震以前の南海地震は、（ ）年から１５０年の間隔で起こっ

ている。

（５）南海地震は２０３４年までに約（ ）％の確率で起こると言われている。

この数字は、今起こってもおかしくない数字である。

（６）将来起こる南海地震は、昭和南海地震よりも規模が（ ）と言われて

いる。

（７）昭和南海地震の揺れは約５０秒間、将来起こる南海地震では、強い揺れが約（ ）

秒間続くと言われている。

（８）高知の地名の由来は、（ ）からである。

（９）大津や小津の地名の「津」は（ ）を意味する漢字である。

（10） 高知市の（ ）部には０ｍ地帯が多い。

（11）昭和南海地震では、高知市内の多くの地域が（ ）した。

（12）（ ）地震は、マグニチュード（Ｍ）９ .３は史上２番目、死者・行
方不明者は最大となった。

（13）スマトラ沖地震の被害の多くは、（ ）が原因である。

（14）陸に上がった津波の速さは、人が走るより（ ）。

（15）地震発生 大事な（ ）をまず守ろう。

（16）〔海岸で地面が〕ゆれたら とにかく （ ） （ ）時間

（17）地震に備える第１のポイントは、自分の周りにある（ ）を知ることで

ある。

（18）阪神・淡路大震災の死者の（ ）割以上が、家

屋の倒壊や家具などの転倒 が原因と言われている。

（19）割れたガラスなどの破片が散らばるので、
（ ）を準備しておく。

地震防災講演会の復習 １年 Ｈ Ｎｏ 氏名 解 答

（ ）の中に、当てはまる語句・数字をいれてみよう！

（１）防災対策とは、（ 予防 ）→応急→復旧

（２）日本に地震が多いのは、（ ４ ）つのプレートが接しているからである。

（３）ユーラシアプレートとフィリピン海プレートの境界で起こる地震は、（東海）

地震・東南海・南海地震の３兄弟である。

（４）昭和南海地震以前の南海地震は、（ ９０ ）年から１５０年の間隔で起こっ

ている。

（５）南海地震は２０３４年までに約（ ５０ ）％の確率で起こると言われている。

この数字は、今起こってもおかしくない数字である。

（６）将来起こる南海地震は、昭和南海地震よりも規模が（ 大きい ）と言われて

いる。

（７）昭和南海地震の揺れは約５０秒間、将来起こる南海地震では、強い揺れが

約（１００ ）秒間続くと言われている。

（８）高知の地名の由来は、（ 河内 ）からである。

（９）大津や小津の地名の「津」は（ 港 ）を意味する漢字である。

（10） 高知市の（ 東 ）部には０ｍ地帯が多い。

（11）昭和南海地震では、高知市内の多くの地域が（ 浸水 ）した。

（12）（ スマトラ沖 ）地震は、マグニチュード（Ｍ）９ .３は史上２番目、死者・
行方不明者は最大となった。

（13）スマトラ沖地震の被害の多くは、（ 津波 ）が原因である。

（14）陸に上がった津波の速さは、人が走るより（ 速い ）。

（15）地震発生 大事な（ 頭 ）をまず守ろう。

（16）〔海岸で地面が〕ゆれたら とにかく （ はしって ） （ ６ ）時間

（17）地震に備える第１のポイントは、自分の周りにある（ 危険 ）を知ることで

ある。

（18）阪神・淡路大震災の死者の（ ９ ）割以上が、家

屋の倒壊や家具などの転倒 が原因と言われている。

（19）割れたガラスなどの破片が散らばるので、
（ 靴やスリッパ ）を準備しておく。
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地震から自分の身の安全を守るために
～自分の寝室を見直してみよう～

【目的】

一般に人の睡眠時間は６時間～８時間で、１日２４時間のうちの１ /３から１ /４を
占めています。ですから、その時に地震に遭う可能性は十分あります。睡眠中は無防

備な状態ですから、できるだけ安全な場所で眠ることが必要です。今、自分が寝てい

る部屋は安全でしょうか？地震が起こった時の部屋様子をできるだけ具体的に想像す

ることにより、自分の命は自分で守ることが大切であることを学び、自宅や学校での

防災対策について考えるきっかけとします。

【基礎知識】

地震防災の第一の目的は、被害をできるだけ出さない、被害をできるだけ小さくす

ることです。残念ながら私たち人間の力では、地震が起こることを予知したり、止め

ることはできません。地震による被害が避けられないのであれば、私たちは、命を守

るために地震にどう備え、震災をいかに最小限に食い止めるかという災害対策にこそ、

知恵と力を注ぐべきでしょう。必ず来ると言われている南海地震に備えて、私たち自

身の防災力（災害に対処する能力）を向上させましょう。自分が助かれば、他の人の

命も助けることができるのです。

【作業１】

例を参考にしながら、自分の寝ている部屋の間取り・家具の位置（高さも測る）・

寝ている場所等を描いてみよう。その時、次のものを書き抜からないようにします。

窓ガラス・照明器具（吊り下げ型か埋め込み型か）・エアコン・家具類

家具の上に置いているもの（ラジカセや花瓶など）・壁に掛けているもの

（時計や絵など）・布団

※自分の寝室の見取り図は、たいへんプライベート

なものです。この授業の目的は、自分の寝室を見直

すことで、地震の被害から自分の命を守るためには

どうすべきかを考えることですから、意志を確認せ

ずに見取り図を書いたプリントを回収したり、みん

なに公開したりすることはしません。安心して、描

いて下さい。

【作業２】

（１）作業１で作成した図に、色鉛筆を使って次の家具を色分けしよう。

①自分の胸より高い家具→黄色で囲む

※この高さの家具は、倒れる可能性があります

②倒れたら、寝ている所までくる家具→赤色で上書き

③勉強机など、普段よくいる場所まで倒れてくる家具→桃色で上書き

④テレビ・花びんなど、ベッド（布団）・勉強机などまで横跳びしそうなもの（飛

ぶ距離＝高さ）→赤色で囲む

（２）机の下など、地震発生時に逃げ込める場所に☆印をつける。

【作業３】

部屋の中で、危険と考えられる箇所を見つけ、危険を回避するためにとるべき対策

を考えてみよう。

危険な箇所 対 策

氏名
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地震防災体験学習

目 的 災害時において、自分の命だけでなく他人の命を守るための行動ができるよ

う、防災体験を行います。

※時間の関係もあり、全ての体験を完全にできるようになるのではなく、災害

時の行動の入り口として、体験により興味・関心を高める機会とします。

日 時 １１月８日（火曜日）５・６時限目（午後１時２５分～３時１５分）

体験内容 ①ロープの基本結索法

②毛布などの身近なものを使ったケガ人の搬送法

③バール等を使った重量物を持ち上げる方法（雨天時：煙中避難体験）

協力実施団体 ・高知市消防局（３名）・防災対策課（３名）・高知東消防署（３名）

※人数は予定

実施場所 ・ロープの基本結索法（多目的棟１階ホール）

・毛布などの身近なものを使ったケガ人の搬送法（看護科棟１階集会室）

・バール等を使った重量物を持ち上げる方法（北昇降口前広場）

・雨天時：煙中避難体験（中校舎４階選択教室）

準 備 体育時の服装への着替え（昼休み：放送も入れる）

男子：教室

女子：南・北更衣室（男女）

班分け・・・５クラス２００名を３班に分ける

Ａ班 ２Ｈ４０名・５Ｈ２５名

Ｂ班 ３Ｈ４０名・５Ｈ１５名・６Ｈ１０名

Ｃ班 ４Ｈ４０名・６Ｈ３０名

協力実施団体は、当日１２：４５に来校・準備

実施団体へのお礼の言葉・・・各班から代表生徒の選出

事前指導（当日朝の SHR) ・着替え ・時間を守る ・てきぱきした行動

・５Ｈ、６Ｈは班分けの周知

・貴重品の管理に注意

・出席カードに名前を書き、それぞれの場所で印をもらう

ことを周知

日 程 生徒は着替えて、１３：２５までに指定の場所に集合

Ａ班：多目的棟１階ホール

Ｂ班：看護科棟１階集会室

Ｃ班：南昇降口前広場

次のスケジュールでローテーションで移動

13:25 ～ 13:55移動 14:00 ～ 14:30 移動 14:35 ～ 15:05
Ａ班：多目的棟１階 → 北昇降口前 → 看護科棟１階→更衣

Ｂ班：看護科棟１階 → 多目的棟１階 → 北昇降口前 →更衣

Ｃ班： 北昇降口前 → 看護科棟１階 → 多目的棟１階→更衣

※移動に関して、看護科棟の廊下では静粛を保つことを指導

ホーム主任の分担・作業

生徒の誘導（出入口付近）、

最初の簡単な進行、出席カードに押印、

作業の促進指示、最後の体験では「お礼の言葉」の進行

提出レポート Ａ班 Ｈ Ｎｏ 氏名

１０月２１日の講演からの一連 防災体験学習
の取り組みを通して、生徒の感想 各場所で、先生に出席の印をもらっ

（わかったこと、起こした行動・ て下さい。最後の場所で、回収します

できるようになったことなど）を、

後日提出させる。 多目的棟１階ホール

（ロープの基本結索法）

北昇降口前広場

（持ち上げ法）

雨天時：中校舎４階選択教室

（煙中避難体験）

看護科棟１階集会室

（搬送法）

出席カード→

２００５年度防災教育チャレンジプラン

18/68
２００５年度防災教育チャレンジプラン



２００５年度防災教育チャレンジプラン

17/68
２００５年度防災教育チャレンジプラン



２００５年度防災教育チャレンジプラン

20/68
２００５年度防災教育チャレンジプラン



防災ワークショップ

※２００５年８月２・３日に行われた「兵庫県と高知県の高校生による防災ワークショ

ップ＆フィールドワーク」の１日目のワークショップの流れです。

目的：設定されたテーマについてグループ討議をとおして、防災に対する共通認識を

はかる。

準備：模造紙、マジック（１２色）

班分け：各班５～６名に分かれる 所用時間：２時間４０分

◆自己紹介など（１０分）
○ 自分の名札に学校名、学年、名前（ニックネーム）を書いて胸に付けます。

○ 司会を決めます。（１人）

○ 発表者を決めます。（第１部１人、第２部１人）

○ 自己紹介など

１． 自己紹介（学年、クラブ、趣味など）

２． 私の高校はどんな高校？

３． わたしが学校で学んでいること

４． わたしが将来なりたいもの、その理由

５． 神戸ってどういうところ？

６． 高知ってどういうところ？

◆壁新聞づくり（私と災害）（３０分）
○ １～１２の議題例を参考にして各班でディスカションします。（２～５項目程度）

○ ディスカションした内容を模造紙に書きます。

○ ディスカションした内容をあとで代表者が発表します。

１．南海地震の備えは？

２．もし、南海地震が来たらその時どうする？

３．水害の備えは？

４．もし、水害が起こったらどうする？

５．災害から自分や家族を守るためにどのようなことを心がける？

６．これから日本の災害、防災はどうなっていく？

７．これから世界の災害、防災はどうなっていく？

８．自分が３０歳になった時、防災でどんなことに関わっている？

９．自分が６０歳になった時、防災でどんなことに関わっている？

１０．これから人は、どうあるべき？（防災に対して）

１１．これから地域は、どうあるべき？（防災に対して）

１２．これから世界は、どうあるべき？（防災に対して）

１３．その他（各班で防災についての議題内容を考えてもかまいません）

◆休憩（２０分）

◆壁新聞づくり（私と災害ボランティア）（３０分）
○ １～１５の議題例を参考にして各班でディスカションします。（２～５項目程度）

○ ディスカションした内容を模造紙に書きます。

○ ディスカションした内容をあとで代表者が発表します。

１．災害ボランティアをやったことがありますか？

２．どんな災害ボランティアがありますか？

３．災害ボランティアで苦労した点

４．災害ボランティアでうれしかったこと

５．災害ボランティアで悲しかったこと

６．災害ボランティアで学んだこと

７．災害ボランティアに行く前に何をすべき？

８．災害ボランティアの現地についた時、何に注意すべき？

９．災害ボランティアを終える時、どのようなことをすべき？

１０．現地への災害ボランティアに行けない場合、他にどのような方法がありますか？

１１．災害ボランティアをどのようにすれば、よりうまくいくと思いますか？

１２．災害ボランティア以外のボランティアにどのようなものがありますか？

１３．あなたは将来、どのようなボランティアをしようと思っていますか。

１４．ボランティアをする上で重要なことは、何ですか。

１５．ボランティアを広げるためにどのようなことをすれば良いですか。

１６．その他（各班で災害ボランティアについての議題内容を考えてもかまいません）

※ディスカションを行なう上での注意点

１．一人が発表した後に、質問があればその場で聞く。それを派生させて、議論を深めても良い。

２．できるだけ、多くの人に発表してもらい、発表者が偏らないようにする。

３．もし、意見が出ない場合は、発表できる生徒が積極的に発表する。

４．できるだけなごやかな雰囲気ですすめる。

◆休憩・移動（１０分）

◆発表（５０分）
○ 各班が前に出て壁新聞を手に持ち、５分ずつ発表する。（時間厳守）

◆まとめ（１０分）
○担当教諭がまとめの話を行う。
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スマトラ沖地震に学ぶ、

スリランカでの津波の被害写真パネル展

目的： ２００４年１２月２６日に発生したスマトラ沖地震は、近い将来発生が予測

されている南海地震と同じ海溝型の地震であり、発生した津波によって多くの

被害が出ました。予測されている南海地震は、単独で起こるのではなく、東南

海・東海地震と同時発生の可能性も指摘されており、そうなれば、昭和の南海

地震の規模を遙かに超え、スマトラ沖地震に匹敵する規模となる可能性もあり

ます。

２００５年１月に高知県が実施したスマトラ沖地震におけるスリランカでの

津波被害状況調査時に撮影された写真を展示し、津波の恐ろしさを実感し、南

海地震に備える意識の啓発の場とします。

準備 ・展示パネル（高知県危機管理課から借用、貸し出し予定がなければ借りるこ

とができます。ＴＥＬ：０８８－８２３－９３２０ ）、展示板（校内調達）

・津波の高さ表示板を、中校舎南西昇降口の壁面に掲示

・案内看板

・８月の舞子高校とのワークショップで作成した壁新聞や「地震列島と私たち」

で作成した壁新聞も展示する。

・感想文を書いてもらう付箋紙および模造紙

宣伝：・本校周辺の小・中学校への案内

・本校周辺の町内会への案内

・報道（マスコミ）に発表

縄ばしご方式 津波の高さ表示板の制作

目的： 津波の高さについては、何メートルと聞くだけでイメージすることができま

せん。また、日常で高さに対する感覚を体験する機会もあまりありません。そ

こで、建物の壁面を利用して、高さを意識するとともに、津波の高さのイメー

ジするために、表示板を設置します。

材料：ビニールロープ（２０ｍ）２本、パネル（高さを表示するもの）Ｂ４版８枚

固定用棒、ステップル釘（Ｕ型釘）、ガムテープ、測量用スケール（ロッドテ

ープ１０ｍ）

※購入先：ホームセンターや１００円均一ショップ

１．プリンターで高さを印刷しておき、パネルに貼り付ける。雨などに備え、パネル

を透明ビニール製のクリアーポケットに入れる。

高さの表示は２ｍごと、代表的な津波の高さを標記する。

例：高知市の沿岸 ６ｍ

スマトラ沖地震津波 スリランカ１１ｍ

２．廊下にビニールロープを両端を固定して張る。

３．ロープの両端に余裕を残し、０ｍの基準を決め、測量用スケール、高さを表示し

たパネルを、ビニールロープの上に置いていく。（写真１）

４．固定用棒とステップル（Ｕ型釘）、ガムテープを使って固定していく。（写真２）

写真１ 写真２

５．完成したら屋上からつるす。上は落下しないようにブロックにロープを固定し、

下は０ｍの基準を決め、ブロックで固定する。

※右の写真は設置した

状態ですが、途中を固

定できていないので、

強い風が吹くと揺れた

りパネルが横を向いた

りします（風が止むと

復元します）。

校舎壁面に直接ペイ

ントできれば、常時表

示できるし、風の影響

も受けません。
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「防災センター」や「起震車」での体験学習

目 的：災害特性を踏まえた防災に関する知識や防災意識の向上、防災行動力の強化

を図るため、体験施設や起震車での研修を行います。

四国には、徳島県（２００３年度開館）、香川県（２００４年度開館）に、防災セ

ンターが設置されています。

◇徳島県立防災センター

住所：〒７７１－０２０４ 徳島県板野郡北島町鯛浜字大西１６５

ＴＥＬ：０８８－６８３－２０００／ＦＡＸ：０８８－６８３－２００２

ホームページ：http://ourtokushima.net/bousai/

開館時間： 午前９時～午後５時

休館日： 毎週月曜日(祝日の場合は開館、翌日休館)、毎月第１火曜日(祝日の場合

は開館）、年末年始（１２月２８日～１月４日）

入館料： 無料

体験内容：

○地震体験 昭和南海地震、阪神・淡路大震災、関東大震災のときの揺れなど

を体験

○消火体験 消火器の使い方や初期消火の方法を学ぶ

○煙体験 煙が充満する中で、正しい避難方法を学ぶ

○風雨体験 強風や暴風雨、豪雨のすさまじさを体験

○通報体験 あわてず正しい１１９番通報の方法を学ぶ

○ＶＲ避難体験 画面を使って、さまざまな災害からの正しい避難方法を学

○救命体験 心肺蘇生法や止血の基本を学ぶ

◇香川県防災センター

住所：〒７６１－８００２ 高松市生島町６８９－１１（香川県消防学校教育訓練

棟 1階）
ＴＥＬ：０８７－８８１－０５６７／ＦＡＸ：０８７－８８１－０５６８

ホームページ：https://www.pref.kagawa.jp/kikikanri/bousai/top.htm

開館時間：午前９時～午後５時

休館日：毎週月曜日 （月曜日が祝日の時は、翌日火曜日が休館）、年末年始（１

２月２８日～１月４日）

入館料： 無料

体験内容：

○地震体験 ○煙避難体験 ○暴風体験 ○消火体験

○救急救護体験 ○映像体験

※団体で利用する場合は、各ホームページに申込用の様式があります。

※高知県でも、このような防災について体験学習ができる施設の建設を検討して

います。

高知県所有の「起震車」の貸し出しについて

「起震車」の貸し出し窓口は、高知県消防学校です。問い合わせて下さい。

〒７８１－２１２６ 高知県いの町大内２０３０

ＴＥＬ：０８８－８９２－００８７

ＦＡＸ：０８８－８９２－０９５４

Ｅ－ mail：110702@ken.pref.kochi.lg.jp

参考資料

高知県起震車貸付要綱

平成１７年４月１日

（目 的）

第１条 この要綱は、高知県の所有する起震車を地震防災対策の啓発、訓練活動の一

環として地震の震動を広く県民に疑似体験させ、地震災害に対する日頃の備え

を充実させることを目的に貸付ける場合に、必要な事項について定める。

（申請等）

第２条 起震車を借り受けようとする者（以下「借受者」という。）は、高知県消防

学校長（以下「貸付者」という。）あてに申請書（様式１号）を、原則として

借受希望日の２週間前までに提出しなければならない。

２ 貸付者は、貸付を承認したときは、承認書（様式２号）を借受者に交付する。

（貸出方法）

第３条 貸出期間は、概ね１週間以内とする。

２ 貸出及び返却場所は、原則として高知県消防学校とする。

３ 貸出及び返却時間は、原則として平日の９時から１７時までとする。

（操作等）

第４条 起震車の操作は、管理者の実施する起震車操作員講習会（以下「講習会」と

いう。）を終了した者（以下「操作員」という。）が行う。

（経費負担）

第５条 起震車の通常の修繕費や租税公課費、自賠責保険及び自動車保険は、高知県

の負担とする。
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１年次生 地震防災プログラム アンケート〔男・女〕
どちらかに○を

１．これまでの地震防災の取り組みについて、役に立ちましたか？次の選択肢から当

てはまるものを選び、番号で答えて下さい。

①役に立った ②まあ役に立った ③あまり役に立たなかった ④役に立たなかった

地震防災講演会

必ずくる「南海地震」！その時、君は・・・？！・・・・・・・・・・・

地震から自分の身の安全を守るために

～自分の寝室を見直してみよう～・・・・・・・・・・・・

地震防災体験

・ロープの基本結索法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・毛布などの身近なものを使ったケガ人の搬送法・・・・・・・・・・

・バール等を使った重量物を持ち上げる方法・・・・・・・・・・・・

２．これまでの取り組みを踏まえて、地震への備えについて、何か一つでも家族で話

しあいましたか？

①話し合った→その内容は？（ ）

②何も話し合っていない

３．これまでの取り組みを踏まえて、あなた自身が地震への備えを何かしましたか？

①した→その内容は？（ ）

②何かしようと思っている→その内容は？（ ）

③何もしていない（しようと思わない）

４．あなたは、積極的に防災学習に取り組めたと思いますか。

①積極的に取り組めた

②積極的に取り組めなかった

③どちらでもない

５．今後、防災学習でやってみたいこと、してもらいたいことがあれば書いて下さい。
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実習 地形図で中央構造線（活断層）を探してみよう

【目的】

活断層は、過去に大きな地震が繰り返し起こった場所であり、活断層による土地のくい違

いが積み重なると、おおきな高度差となって地形に現れることを学びます。

【予備知識】

活断層（最近の地質時代～第四紀あるいは第四紀後期に繰り返し活動していて、今後もま

た活動すると思われる断層）は、大きな地震が繰り返し起こった場所です。そして、活断層

による土地のくい違いが積み重なると、大きな高度差となって地形に現れます。また、大規

模な活断層は直線状のものが多いので、その活動でできた地形も、多くの場合、直線状の境

界を示します。四国にも日本最大級の活断層である「中央構造線」があります。

【作業１】

図１を利用して、中央構造線を探してみよう。図１に活断層を赤色で記入してみよう。

図１：四国の地形図（田辺明広氏作図（高知大学大学院理学研究科）より）

【作業２】

地形図を使って、中央構造線の延長や、他の活断層を探してみよう。

【作業３】

書物やインターネットを活用して、日本列島の活断層の位置について調べてみよう。
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